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国際ロータリー第 2750地区 東 京夕摩舛,―ンロータリー クラブ

クラブ 会長テーマ

F協調とおもいやり…そして分かちあいの心をJ

く本会議>

_絹 会点鍾 ガバナー 坂本 俊雄

◎国歌斉唱 (6カ国)

◎日―タリーソング 「我らの生鞄

◎RI会 長代理ご夫妻紹介 =来費紹介他

◎2750地区現況報告    ル ナヽー 坂 本

◎地区委員会 ・クラブ活動報告

◎都立片倉高校吹妻発部演豪

◎クラブ紹介

◎スズキ メ ソッド～ピッコリーニ～漬奏

◎決議委員会報告      ガ バナー 坂 本 俊 雄

◎表彰

「協同ブロジェクト最高賞J受 貫

日日寺を2008年3月 28日 (全)

場17:グ ランドプリンスホテル高輪 国 職 ノミ ール

・ガバナー貞

地区大会 (第鶴1回例会振替) ◎特別記念議演 「十年後の東京」

◎閉会点鐘 ル ナヽー 坂本 俊雄

【委員会報告】

◎出席報告            出 席奨励委員会

会員総数    34名

出席義務者教  83名 (出席免ll■2名 )

出席者軟    16名

欠席者教    17名 (事前MUO名 )

出席率  48 48%

補墳MU,な し

3/12 最 終言T正出席率 75 76%

(今週の担当 菊 池  敏 )
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地区行事功労賞
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第832回 例

◎司会      SAA・ 親塵委員会 萩 生回政由

◎点鐘             会 長 付 上

◎国歌斉唱

ロータリーツング 『奉仕の卿

ソングリーダー 菊 池 敏

◎お客様紹校          会 長

名誉会員           口 中

岡山西南К        横 、

ロータリー財団国際親善装学生 仲 口

◎兼 会長 村上  久

0関 戸橋30周年の記念誌に我 P々Cの広告を出しました。

榊と日本手拭い等を頂きました。

②三多摩の司法書士会の芝居 「惚けても好きなメ判 に協

贅し、そのお礼を同書士会から頂きましたc

①地区大会で地区協同プロジェクト最高貫、ガバナー賞、

J也区行事功労貨と3つも頂きました 赤尾ガバナー補

にはじめ全ての会員のお陰と感謝いたしまう、 あとR

I会長賞が4月になると来まえ

0配 布のRの友に赤尾G桶とが投稿された 「あなたの言

行は人びとの規範Jが 掲殻されています。

◎報 幹事 海 野 業 一

04月 のロータリーレートがS=98円 となりましたc

O配 布 t2007年7月 1日改正クラブ定款 (4月16日

関岡研修季員長から説明)/グ アム地区大会ご案内/

Rの友4月号/浅 草К作成リーフレット、台東区に

ようこそ―浅草でこんにちti

③回覧 「ふくしだより/2007年 手続要覧

0他 クラブ例会変更 t東京狛江R‐

O勿 輩プロバスクラブから事務局移転のお知らせ

◎次年度会務報告    会 長エレクト 伊 澤ケイ子

0地 区の一月受会計予算がテーブルに雷己してありまヤ
え

各クラブ負担年会資が1人当たり15,500円であつた

のが13,500円になりました.そ の分、C月信が次年

度は会長 幹 事だけの配布となりまえ 4月 15日の

地区協議会でクラブ会長の賛否を問うことになってい

まi前 日までに異議がなければ、承認をいたしま丸

②例会後、臨時被連理事会を事務局で開催しまえ

③クラブg首 管理連絡会議を4月 16日軸6100に 3F

瑞雲で予危 各委員長は活動計画書を4月 14日まで

に ft出 下さい

◎出席報告

会員総数

出席義務者数

出席者数

欠席者数

出席率  82

補填MU,大 松

モ雪十寸

【委員会報告】

出席奨励委員会 菊 池  敏

35名

34名 (出席免除者2名)

28名

6名 (事前MUO名 )

35%

誠二 4/2 被選理事会

宏 412 被 選理事会

3/12 最 終言T正出席率 75 76%

3/19 最 終訂正出席率 78 79%

◎ニコニコBOX  SAA・ 親睦委員会 小 田 良 生

村上  久  濃 辺さん、入会おめでとうございまi末

永く多摩グリーンロータリークラブの会

員でいてください.

海野 集 一 渡 辺さん、入会おめでとうございまi

赤尾 恭 雄 地 区大会を終え、ホッとしていますが、次

年度t)忙しくなりそうで曳

伊澤ケイ子 桜 が続麗ですれ 親睦旅行天気だと良い _

すネ。

宮本  誠  い るいろ地区表彰おめでとうございま|■

渡辺さん、入会おめでとうございま'L

大松 誠 二 地 区から沢山賞をもらつて、よかったtこ

いつは、春から,  と いうわけこ

菊池  敏  渡 n71ますみ様、入会おめでとうどざいます‐

これからもヨロンク.

萩生回政白 渡 辺様、入会おめでとうございま|、

関岡 俊 二 渡 n71ますみさん、ご入会おめでとうどざい

ま
‐
i

宮村  宏  渡 辺さん、入会おめでとうどさいます:桜

が満開でいい時ですネ.

岩野 京 子 渡 辺さん、入会おめでとうございまi

久

様

様

様

杜
　
経
新



足立潤二郎 渡 辺さん、入会おめでとうございま曳 地

区の最高賞受賞おめでとうございま坑

刀ヽ日 良 生 地 区表彰おめでとうございま丸 ご苦労様

でし名

日の合計¥15, 000(累 計¥903, 372)

くその他委員会報告>

中R財 団の寄付のお願い

寄付増進委員長 J域  一 郎

現在 S=98円 で汽 まだの方は安くすむうちに 1

ネ会報発行について 会 報 ・観録議員長 吉 沢 洋 景

会報で可功ミ、先週の地区大会の記事が大変少なく、ま

ャンた次回親陸旅行振替分の記事も少なくなることが見込

まれま抗 変則的になりますが、この両号 (諄1併36

と1838)を 合併号とし、本日分 (#183の と合わせ

て次々回に発行しますので宜しくご了解下さ↓、

やSAA=親 庭毒員会より

SAA・ 親建副委員長 宮 本  職

①旅行ですが、6日 朝 9時 鱗 で
‐
九 乗り遅れないよう

に 1また寒いかも知れませんので着衣にご注意を。

②ポストに 「駐車券のお願いJが 入っていま丸 駐車券

にCマ ークの付いたものは当クラブ専用のもので坑
一度全部回収しま丸 早急↓]則 刊する力判会時に返却

して下さV、 現在配布して実臼覧用されているのは半

分以下で曳 是非貰った券田受用して下さ立、

◎クラブ表彰 ル ナヽー補佐 赤 尾 泰 雄
・地区協同プロジェクト最高賞受賞

プロジェクト名 :私はこう考える 「勢肇市 多 い・

安全な街づくり」講演会開催と 「安心 安 全な街

づくりJ対 外広報 ・啓蒙活動

・ル ナヽー賞

CLPに 伴う 「クラブ連首管軸 と 「奉仕プロジェ

クト企画 立 案 ,実施」のあり方
―これはまだ届いていないので、後日発表とする一

・地区行専功労賞

東京マラツン給水支援活動で赤尾G補 佐と遠藤グ

ループ幹事が参力L

◎入会式             会 員増強委員会

委員長代行 海野崇一幹事

伸 ライオンズ 代表取締役 渡 辺ますみ様

職業分類 :社交クラブ

*新会員紹介

*入会鵡  タミッラぇ寺与

*会員証書授与

*四 つのテスト授与

米アドバイザー指名

李アドバイザー :萩生田政由、

*所属委員会発表

推薦者 村 上 久 会員

会長 村 上 久

籍 軽

R研 修委員長 関 岡俊二

会長 村 上 久

測 |1 昇会員

会長 ホj上 久



0所 属委員会 :SAA親 睦活動委員会

*推薦 ・歓迎の言葉         会 長 村 上 久

*新会員挨拶           渡 辺 ま すみ会員

昭和56年、聖蹟桜ヶ丘にクラブ ライオンズを開設

致しまし亀 また2年前に同じビルのlFに イタリアン

レストランを開設しました。去年 7月に村上会長から入

会を勧められましたが、 1か ら自紙の状態で勉強させて

頂くことを決意致しました。皆様よろしくお願い致しま

うち

(その他推辺さわつ部 介は入会式プログラムの裏をご覧下さしヽ )

◎卓話 『フィリピンの森林枯渇と住民参加蜘

R財 団国際親摯 伸田 宗 行 様

卒業論文のテーマとして 'i民参加型森林管理事業

の要素分析Jを 取り上げました。概要は森休浅少が続く

フィリピンにて、フィリピン功晴天然資源環境省 0酬R)

が実施しているCo lt■unity Based Fol estry Managenlent

PI oj∝t煎捌Dと 先住民族によるh∞ stral Managttent

PrOgaDの 事例を検証し、CBBlの課題を明ら力車こし、改

善点を指摘するもので抗

フィリピンの森林は 1960年から半世紀で 500万材

(森林全体の40%)を 喪失しまし亀 初期の原因は商業

伐採で、その後農地開拓によるものとなり、貧困と人口

増加を背景にした森林資源への過剰依存で坑 対策とし

て山岳地域の生計手段開発、農業の生産効率の向上が不

可欠であり、政策ミッションとしてllENIl支援によるCBml

が計画されまし名 その内容はフィリピン国民の健全な

環境への権利の標態 。改善、持続的の森林資源の開発へ_

の社会的革 、平等な機会提供を通じた社会経済的状ルL

の改善、先住民族の所有地、伝統、文化の尊重である。

プロジェクトは 600万好 (国上の lr 4)が対象で、プロ

ジェクト参加者には 25-50年 間の無償の土地利用権が

貸与され、DRRの 許可の下、自然森林資源 植林森林資

源を活用できると言うもので、構図はプロジェクト地域

に住民組織 (LWA)を 設立し、DBRが 物資 技術を支援、

側面からNCO・ 地方行政 ・他行政機関が支援するもの

で曳 LUFAの 活動は定例 ミーティング、植林活動、

CaPital Lendingで ありまし札 その活動を検証したと

ころ、抱えている問題や将来的な活動について話し合う

目列ミーティングに不参カロのメンバーが多いこと。木々

の管理不足、能力を超えた植林から来る苗木の発育不全、

死成 農作業の必要経費補助の小日融資の返済の問題が

あり、課題として効果が限定的なこと、将来活動に不安T

があることが結果として得られた。

考察 :①広すぎるプロジェクトェリア→地域社会状況把

握の欠如。②植林失敗→付種選定など状況把握の欠如。

植林の技術支援不足 ③融資資金未返済→組織E‐B能 力

向上へのアプローチ不足 の結論を得た。

内容は仲田京行君の卒論であり 本論は更に膨大なものであろう。

卓話はそれの要約したものであると思われるが 本 紙面で まそれを

更にダイジェストしたものになつた その分判りづらし内容になり

仲田君の信が充分には表せられないことを,完 び申し上げま丸

会長 村 上  久

(今週の担当 吉 沢 洋 景)

◎点鐘


